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島根県農業農村整備推進協議会（会長・楫野弘和大田市

長）、島根県農地・水・環境保全協議会（会長・田中武夫安

来市長）は７月６日～７日、令和９年度農業農村整備予算の

確保、多面的機能支払制度、中山間地域等直接支払、土地改

良区の運営基盤強化等について、農林水産省、財務省、総務

省、県選出国会議員及び進藤金日子参議院議員に対して要請

活動を行いました。要請活動には、島根県農村整備課加藤課

長、農地整備課萩尾課長、事務局として本会から渡部専務理

事他が同行しました。 

楫野会長らは要望先に対し、「県内の市町からは基盤整備

をはじめとする土地改良事業の実施要望が非常に多く、その

実現に必要な農業農村整備関係予算の総額確保と、地方公共

団体の負担に配慮した地方財政措置をお願いする」と要請さ

れました。また、持田出雲市斐川土地改良区理事長からは大

区画化等加速化支援事業は担い手のニーズにマッチするも

のであり、制度創設の感謝を伝えられました。 

これに対し、中山主計局次長からは、「大規模化などによ

りスマート農業が可能な生産性・収益性の高い営農環境を作

っていくことが大事であり、我々としても必要な対応をして

いく」と回答がありました。 

今後も国や関係機関に対して積極的に地元の声（実情）を届け、島根県の農業農村整備関係予算

の安定的な確保に向けて要請活動を行うこととしています。 

（提案・要望書の全文は次頁に掲載） 
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左より  田中安来市長、山本啓介農林水産大臣政務
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【要望書】 

島根県における農業農村整備の推進につきましては、平素より格別のご支援を賜り、厚くお

礼申し上げます。 

財政運営の厳しい中、令和７年度補正予算と当初予算を併せた令和８年度の農業農村整備

事業関係予算として、昨年度を大幅に上回る６，９４２億円を確保いただきましたことに深く

感謝申し上げます。 

近年、地球規模の異常気象に伴う大規模災害の頻発化、地政学上のリスクの高まりなどを契

機とした物価高騰など、食料供給を巡る情勢はかつてない厳しさに直面しており、食料安全保

障の確保は喫緊の課題となっています。また、農業従事者の減少や高齢化の進行、農業水利施

設等の老朽化など、農業・農村の諸課題は多く、取り巻く環境は依然厳しい状況が続いており

ます。 

国ではこうした状況を打開するため、食料・農業・農村基本法の改正とそれに応じた土地改

良法の改正、新たな土地改良長期計画も閣議決定されました。特に初動５年間で農業の構造転

換を集中的に推し進め、農地の集積・集約化や大区画化、スマート農業の実装による生産性の

向上が急務となっています。 

本県でも、こうした課題に対応し、持続可能な農業・農村を実現するため、農業農村整備事

業の実施により、園芸作物を導入した収益性の高い農業への転換や中山間地における営農労

力の軽減、農業用水の安定供給のための農業水利施設の長寿命化、ため池の耐震対策などの農

村地域の強靱化対策等を地域の特性を活かしつつ計画的かつ着実に推進しているところです

が、まだまだ、農業農村整備事業の強力な促進を求める声は数多く上がっております。 

食料安全保障の確保によって国の信用を守り、活力ある島根の農業・農村の実現すなわち希

望ある社会を次世代に引き継ぐため、下記の事項について格別のご配慮をお願い申し上げま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．食料安全保障に向けた食料自給力の確保や、農村地域の国土強靱化を図るためには、園

芸作物の導入や米の生産コスト低減の取組、中山間地域等の特色を生かした農業・農村の

振興等を図る農地整備や農業水利施設の長寿命化、豪雨・耐震化対策等を迅速に実施する

ことが重要である 

このような整備や対策の実施に必要な農業農村整備事業の令和９年度予算については、

別枠を含め必要な予算総額の確保と地方公共団体の負担に十分配慮した地方財政措置を講

ずること 

２．農村地域を支えている多面的機能支払や中山間地域等直接支払について、活動組織の体

制強化や支援範囲の拡大等を図るための制度の拡充及び必要な予算の確保を行うこと 

３．土地改良区が行う農業水利施設等の保全・管理が将来にわたって継続できるよう、運営

基盤強化のための支援の拡充を図ること 
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令和８年７月４日（土）に雲南市木次町の「チェリヴァ

ホール」において、島根県農業農村整備推進協議会主催の

ルーラル・ミーティングinしまね（Ｒ８）が開催されまし

た。今年は、県内各地より総勢500名を超える出席があり、

急遽会場の外でパブリックビューイングを開催するほどの

盛況ぶりでした。 

開催地雲南市の石飛厚志市長の挨拶に続き、進藤金日子

参議院議員より「最近の農政をめぐる状況について」と題

した基調講演がありました。講演の中では、令和９年度か

らの水田政策の見直しに関する提言について、また、「農

地の大区画化や中山間地域等におけるきめ細やかな整備等

の農業農村整備」「共同利用施設の再編集約・合理化等」

「生産性向上に資する農業機械の導入、スマート農業技術

及び新品種の開発」「施設整備、販路拡大等を通じた輸出

産地の育成」という４つの柱からなる農業構造転換集中対

策について、それぞれの施策のポイントを説明いただきま

した。 

続いて、丸山達也島根県知事より、最近の米価の動向に

ついて、島根県の水田政策について、特別講演をしていた

だきました。 

次に、農林水産省農村振興局整備部農地資源課 登り俊也課長より、多面的機能支払交付金制度

をめぐる最近の動向や農業構造転換の推進のために令和８年度から本格的に開始された「大区画化

等加速化支援事業」について、事業の概要や制度の利用方法等についての説明があり、続いて、農

林水産省農村振興局農村政策部地域振興課 能見智人課長からは、中山間直接支払交付金制度の見

直しの内容等について説明がありました。 

最後に、島根県農地整備課の萩尾課長を進行役に、進藤参議院議員、登り課長、能見課長、石飛

雲南市長、糸原奥出雲町長、塚原飯南町長に参加いただき、座談会が行われました。 

座談会は、会場からの質問、意見に答える形で進められ、会

場からの質問にパネラーの方々からは丁寧に回答があり、有

意義な意見交換会になりました。 

翌５日（日）は、雲南市で現地研修が行われ、県内の多面的

機能支払の活動組織などから100名を超える参加がありまし

た。雲南市加茂町と大東町の活動組織の事例が紹介され、参

加された皆さんは熱心に聞き取っていました。 

 

ルーラル・ミーティングinしまね（Ｒ８）開催 

会場の様子 

座談会の様子 

会場からの質問 
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６月15日（月）、東京都の砂防会館別館「シェーンバッハ・サ

ボー」において、全国土地改良事業団体連合会（会長 二階俊博）

主催の「農業農村整備の集い」が開催されました。 

今年は、全国各地より総勢1,200名を超える出席があり、本県

からは17名が参加しました。 

開会にあたり、二階会長から「令和８年度は、昨年度を大幅に

上回る6,942億円の予算が確保された。我々土地改良団体は、こ

の予算を活用し、農業農村の発展に向け、積極的に取り組んでい

かなければならない。」と挨拶がありました。続いて、鈴木農林水産大臣、鈴木幹事長、森山食料

安全保障強化本部長、宮下総合農林政策調査会長、野中農林部会長よりそれぞれ祝辞が述べられま

した。最後に、全国水土里ネット会長会議顧問の進藤金日子 参議院議員からは、要望されている

事業量を確実に実行するための予算の確保、KPIの着実な実行、土地改良施設の適切な維持管理の

必要性などを力強く述べられ、「政治は一人ではできない。みんなで力を合わせて、心を一つにし

て、農業・農村の発展のために取り組みましょう。」と締めくくられました。 

その後、必要予算の確保や土地改良施設の維持管理に対する支援など８項目からなる要請案が全

会一致で採択されました。 

最後に、ガンバロウ三唱を栃木県小山用水土地改良区の石川事務局長、熊本県土地改良事業団体

連合会の西支所長、兵庫県丹波篠山土地改良協議会の粟野事務局長 外２名の発声で力強く唱和し、

集いの一切を終了しました。 

終了後は本県からの参加者で県選出の国会議員に対して、予算確保に向けた要望活動を行い、田

中安来市長（県土連副会長）から要望書が手渡されました。 

 

 

 開 催 日 開催場所 開 催 日 開催場所 

8月 3日（月） 出雲管内（出雲市） 8月24日（月） 浜田管内（浜田市） 

8月10日（月） 雲南管内（飯南町） 8月25日（火） 隠岐管内（海士町） 

8月18日（火） 松江管内（松江市） 8月31日（月） 県央管内（川本町） 

8月19日（水） 大田管内（大田市）   

８月の主な予定 管内別業務説明会 

令和８年度中国四国土地改良事業団体連合会協議会総会 

｢水｣｢土｣｢里｣ 

の未来を創造し働きます  

「水」‥‥農業用水や地域用水 

「土」‥‥土地や農地 

「里」‥‥農村空間、農家や地域住民が一体となった生活空間 

水土里ネット島根 （島根県土地改良事業団体連合会） 

〒690-0876 島根県松江市黒田町432-1 島根県土地改良会館 TEL 0852-32-4141 

ホームページhttps://www.shimanedoren.or.jp/ メールsmndoren@shimanedoren.or.jp 

み ど り 

全土連主催 農業農村整備の集い開催 


